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この広報紙は、１２６，１２６部作成し、１部当たりの単価は１０円です。（職員人件費を含みます。）

決
し
て
い
く
の
か
を
研
究
し
、
改

革
案
の
作
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

請
願
項
目
2

　

そ
の
改
革
案
に
基
づ
い
て
早
急

に
改
革
を
推
し
進
め
て
く
だ
さ
い
。

処
理
報
告

　

改
革
案
作
成
の
後
、
速
や
か
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

請
願
項
目
3

　

学
校
図
書
館
の
た
め
に
措
置
さ

れ
た
地
方
交
付
税
を
有
効
に
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

処
理
報
告

　

「
学
校
図
書
館
図
書
整
備
等
５

か
年
計
画
」
で
措
置
さ
れ
た
交
付

税
に
つ
い
て
は
、
一
般
財
源
の
た

め
学
校
図
書
館
に
特
化
し
て
予
算

が
つ
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
も
地
方
交
付
税
の
交
付
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
等
の
要

望
を
確
認
し
な
が
ら
学
校
図
書
館

の
充
実
に
向
け
た
予
算
の
計
上
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　朝鮮民主主義人民共和国の
弾道ミサイル発射及び核実験への抗議声明について

　朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮） が２ ０１７年９月１５日に我が国の上空
を通過する形で弾道ミサイルを発射した旨の報道に接しました。町田市
議会は、このことについて、抗議声明を発表しました。

朝鮮民主主義人民共和国の
弾道ミサイル発射及び核実験への抗議声明

　２ ０１７年９月１５日早朝に、朝鮮民主主義人民共和国が、 これまでの国連
安全保障理事会決議等に反し、我が国の上空を通過する形で弾道ミサイ
ルを発射した旨の報道に接しました。
　このことは、８月２ ９日の弾道ミサイル発射、 ９月３日の核実験とあわ
せて、我が国を含む周辺各国の平和と安全に対する明確な脅威であり、
断じて容認できません。
　町田市は、１９ ８ ３年２月１日に 「町田市非核平和都市宣言」を行い、非
核三原則の完全実施とあらゆる国のあらゆる核兵器の廃絶を、全世界に
向かって訴えてきました。
　今回の朝鮮民主主義人民共和国の行動は、世界唯一の被爆国である我
が国をはじめ関係各国が、あらゆる機会に核兵器の開発を断念するよう
求めてきた努力を踏みにじるもので、国際社会の安全を脅かす暴挙であ
り、強い憤りを覚えます。いかなる理由があろうとも正当化されるもの
ではありません。
　朝鮮民主主義人民共和国には、全ての核兵器と核・ミサイル開発計画
を即刻放棄し、ミサイル発射を恒久的に中止することを強く求めるとと
もに、厳重に抗議することをここに表明します。

２ ０１７年９月１５日
町田市長　　　　　石阪　丈一　
町田市議会議長　　吉田　つとむ
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平
成　

年
第
２
回
定
例
会
に
お

２９

い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い
て

教
育
委
員
長
か
ら
処
理
経
過
及
び

結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
項
目
1

　

学
校
図
書
館
の
整
備
充
実
を
目

指
し
た
改
革
案
を
早
急
に
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

処
理
報
告

　

「
学
校
図
書
館
・
図
書
指
導
員

の
充
実
に
関
す
る
庁
内
研
究
会
」

の
中
で
、
学
校
図
書
館
の
現
在
あ

る
課
題
を
整
理
し
ど
の
よ
う
に
解

請請
願願
のの

処処
理理
経経
過過
及及
びび

結結
果果
報報
告告

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

可
決
し
た
主
な

議
案
の
内
容

規
定
を
整
備
す
る
た
め
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

町
田
市
公
立
小
中
学
校
図
書

館
の
早
急
な
整
備
充
実
を
求

め
る
請
願

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
関
係
す
る
規
定
を
整
理

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

第　

号　

町
田
市
個
人
情
報

56
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

消
防
団
の
団
員
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
団
員
の
任
用

の
要
件
を
改
め
る
と
と
も
に
、
本

部
補
佐
を
廃
止
し
、
副
団
長
を
増

員
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
す
る

第　

号　

町
田
市
消
防
団
に

58
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

第　

号　

土
地
の
買
い
入
れ

66
に
つ
い
て

　

鎌
倉
街
道
小
野
路
宿
ふ
る
さ
と

の
森
用
地
９
４
４
０
・
５
８
㎡
を

買
い
入
れ
る
も
の
で
す
。

第　

号　

小
学
校
通
学
路
防

61
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
購
入

　

学
校
、
地
域
等
が
行
う
通
学
路

に
お
け
る
児
童
の
見
守
り
活
動
を

補
完
し
、
児
童
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

購
入
に
係
る
物
品
供
給
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

第　

号　

町
田
市
営
住
宅
条

60
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

子
育
て
世
帯
に
対
す
る
支
援
を

目
的
と
し
て
、
使
用
者
の
資
格
要

件
を
緩
和
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
す
る
も
の
で
す
。

意見書・決議 意見書・決議 
（
要
旨
）

（
要
旨
） 

（
要
旨
） 

議員提出議案 

　本定例会では意見書２件、決議１件を可決し、議長名で

関係行政庁へ提出しました。要旨は下記のとおりです。 

　

本
年
８
月　

日
、
北
朝
鮮
は
日

２９

本
列
島
を
横
断
す
る
ミ
サ
イ
ル
を

発
射
し
、
続
け
て
９
月
３
日
に
は

１
６
０
キ
ロ
ト
ン
と
い
わ
れ
る
大

規
模
な
核
実
験
を
強
行
し
た
。
北

朝
鮮
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
は
今

年
に
入
り　

回
に
達
し
て
お
り
、

１４

国
連
安
保
理
の
度
々
の
強
い
警
告

に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
を
無
視
し

続
け
、
我
が
国
の
安
全
に
対
し
、

重
大
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
北

朝
鮮
の
暴
挙
に
対
し
強
く
抗
議
す

る
と
同
時
に
日
本
国
政
府
に
対
し
、

こ
の
由
々
し
き
事
態
に
国
民
の
生

命
、
身
体
、
財
産
の
保
護
に
全
力

で
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
お

よ
び
核
実
験
に
断
固
抗
議
す

る
決
議

　

２
０
２
０
年
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
が
小
学
校
に
お
い
て
必
修
化
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
各
都
道
府
県

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
人
材
育

成
、
指
導
内
容
等
に
つ
い
て
、
独

自
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
い

る
が
ど
の
分
野
に
力
点
を
置
き
、

い
か
な
る
人
材
を
養
成
す
べ
き
か

と
の
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
地
域
間
の
格
差
を
是
正
す
る

た
め
に
も
、
中
核
と
な
る
指
導
内

容
に
つ
い
て
は
全
国
共
通
の
も
の

と
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

近
年
、
特
に
顕
著
と
な
っ
て
い

る
教
職
員
の
多
忙
化
に
拍
車
を
か

け
る
こ
と
と
な
り
か
ね
ず
、
外
部

人
材
の
活
用
な
ど
、
人
的
あ
る
い

は
財
政
的
支
援
を
求
め
る
も
の
で

あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
5
件
宛
て

小
中
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
必
修
化
に
対
し
て

支
援
を
求
め
る
意
見
書

　

受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
に
は
、

何
よ
り
も
た
ば
こ
の
煙
が
深
刻
な

健
康
被
害
を
招
く
こ
と
を
国
民
に

啓
発
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

受
動
喫
煙
に
よ
る
死
亡
者
数
を
年

間
１
万
５
千
人
と
推
計
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
公
表
が
あ
る
一
方
で
世

界
保
健
機
関
は
、
日
本
の
受
動
喫

煙
対
策
を
最
低
ラ
ン
ク
に
位
置
付

け
て
い
る
。
こ
の
現
状
を
脱
し
、

２
０
２
０
年
に
向
け
た
我
が
国
の

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
取
り
組
み

を
国
際
社
会
に
発
信
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
こ
で
国
民
の
健
康
を
最

優
先
に
考
え
、
受
動
喫
煙
防
止
対

策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
の

罰
則
付
き
規
制
を
図
る
健
康
増
進

法
の
早
急
な
改
正
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
4
件
宛
て

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
進
め

る
た
め
に
健
康
増
進
法
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書

　

条
例
に
基
づ
き
、
議
員
の
調
査

研
究
そ
の
他
の
活
動
に
資
す
る
た

め
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
、

会
派
に
対
し
政
務
活
動
費
が
交
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
額
は
、
各
月
１
日
（
基

準
日
）
に
お
け
る
会
派
の
所
属
議

員
数
に
月
額
６
万
円
を
乗
じ
て
得

た
金
額
の
月
数
分
に
な
り
ま
す
。

毎
年
度
、
そ
の
収
支
に
つ
い
て
、

領
収
書
等
の
必
要
書
類
を
添
え
て

議
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
会
派
別
収
支
は

２８

下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

会
派
ご
と
の
収
支
報
告
書
及
び

領
収
書
等
に
つ
い
て
は
、
市
庁
舎

３
階
の
議
会
図
書
室
で
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
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平
成

年
度
政
務

28

活
動
費
の
収
支
報

告
に
つ
い
て

平成28年度政務活動費会派別収支報告一覧表（平成28年4月～平成29年3月）
（単位：円）

保守連合日本共産党公明党
まちだ市民
クラブ

自由民主党会派名

４人５人６人９人１２人所属議員数

１２ヶ月分１２ヶ月分１２ヶ月分１２ヶ月分１２ヶ月分交付月数

２，８８０，０００３，６００，０００４，３２０，０００６，４８０，０００８，６４０，０００収入額（交付額）

０００００人件費

実
支
出
額

１，１８７，８９１９２，００９１，３４１，９９４１，３６６，２９２１，９７９，１４１調査活動費

７０，６９９１２，０００４１，０００１６３，８８０１２９，０００研修・研究・会議費

０６，２７６０００資料作成費

２５３，９６２１８６，０６８７５０，３２５９４９，０９８１，０４７，０４７資料購入費

８６２，１１５２，７２３，５２７２４５，０９２１，７８０，３２７３，３７９，４６９広報費

７２５，４５２０１，１６９，４１１１，７６３，４６５９４７，５３４通信運搬費

３５，３６７５７２，０９３６１８，２４７５１４，８０２１，１７４，３８０事務費

３，１３５，４８６３，５９１，９７３４，１６６，０６９６，５３７，８６４８，６５６，５７１合計

０８，０２７１５３，９３１００残余金（返還額）

　目の不自由な方のために、点
字と声（カセットテープ版、デ
イジー版）の「町田市議会だよ
り」を発行しています。ご希望
の方は、議会事務局調査法制係
（1042－724－4049）までお
申し込みください。


